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近年の人工知能の飛躍的発展や第 5 世代移動通信システムの整備などの情報通信技術の進歩に

伴い、生体データを日常生活の中で取得するためのセンサ技術への関心も高まっている。さらに

新型コロナウイルス感染症に起因する医療資源の不足を解消する観点から、遠隔医療の必要性が

認識され、従来は病院で行われていた検査や機能評価を家庭で実施するための技術開発も求めら

れている。磁気センサを用いると、神経や筋肉などの活動を高い時間分解能で取得することがで

きる。また、生体の透磁率は真空の値とほぼ等しいため、磁気センシングは媒質の影響を受けに

くく、体内の電流を推定する精度が劣化しにくいことや、センサと生体とが密着する必要が無い

こと、着衣や頭髪の上からでも測定できることなどの特徴がある。これらの特徴は、リアルワー

ルドでの生体情報取得において、大きなメリットとなる。 

生体計測用の高感度磁気センサは、最近 10年間で大きく進歩し、それ以前は超伝導量子干渉計

(SQUID)の独壇場であったのに対して、冷媒を必要としない小型のセンサを用いて心臓や神経か

ら生じる磁場の研究に成功した例が次々に報告されている。中でもダイヤモンド NV 量子センサ

は、室温で動作し、ナノスケールまで小型化が可能であり、ダイナミックレンジが高く、固体で

あるため集積化に適するなど、多くの利点を有する。我々は、文部科学省・科学技術振興機構の

委託による光・量子飛躍フラッグシッププログラム(Q-LEAP)(JPMXS0118067395)を通じて、ダイ

ヤモンド NV 量子センサのバイオ・医療応用を探索している。本発表では、生体計測の事例を紹

介しながら、ダイヤモンド NV量子センサのポテンシャルについて論ずる。 

第一の事例として、がんの転移診断への応用を示した[1]。がんの病巣へ磁性ナノ粒子を投与し

て、それがリンパ流によって移動する様子を観察すると、がん細胞が転移する経路を特定するこ

とができる。ここでは体内へ投与した微量の磁性ナノ粒子を、ダイヤモンド NV 量子センサを搭

載した手持ち式デバイスによって検出できることを示した。また第二の事例として、ラットの心

磁図の測定を行った[2]。センサを心臓へ接近させられる特徴を活かして、世界で初めてミリメー

トルスケールでの心磁図の取得に成功した。 
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